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植物探索収集プロフィール



鳥取県岡山県，茨城県，栃木県におけるアズキ (Vignaangularis) 

野生一栽培ー雑草種集団のモニタリング， 2000年

野生アズキを訪花するクマバチ

(Xylocapa appensiculata)馬頃町

郡家c集団内の栽培アズキ、野生アズキ
およびEと思われる個体の英と種子

美和B集団の様子 (2000年9月27日）

郡家C集団の栽培あずき（白英）と

すぐ横に生育するEと思われる個体 （黒英）



高知県におけるナシ属遺伝資源の収集

ー
大翌町西峰番所跡央のナシ （果実）

大豊町西峰番所跡襄のナシ （樹林）

樹店 12m

ー
ー

大盟町庵谷の悶家附敷内のナシ （果実）

大曹町庵谷の農家尾敷内のナシ

推定樹齢100年以上



南西諸島におけるカンキツ類遺伝資源の探索収集

｝閃家への間き取り調査

（槌児島県大島郡龍郷町）

香りが強く四季成り性といわれ

ている分類不明のカンキ ッ

（施児島県大島郡与論町）

香酸柑橘としての利用も考えられるマサクニ

ン

（鹿児島県大島郡徳之島町）
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種子なしシィクワシャー

（沖縄県農業試験場名護支場）



三重県および北海道におけるカワラナテシユエゾカワラナテシコの探索収集

カワラナデシコの自生地

三重県津市白塚海芹

カワラナデシコ自主株の

開花状況

カワラナデシコの開化茎



長崎県対馬地方におけるチャの調査と収集

雌ずいはL型が多い

（芙津島町根緒地区）
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チャ在来種の種子収集 ビンカ種あり

（上県町御固地区）

雌ずいにくびれがある系統も見られる

（豊王町和板地区）

釜炒り茶用道具 むしろ

（盟玉町）
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水田わきのチャ在来種

（峰町曽地区）



ミヤンマー連邦シャン州北部およびカチン州におけるイネ遺伝資源の探索収集

カチン州山中の陸稲畑（かなり長梓）

.. -
カチン州で胃薬用に栽培されるユパメ

(Yu-pa me) 

一

竹やぶの中に見つけた野生稲0.granulata 

北シャンHIで，中央の細い草本
津地に見つけた野生稲0.o ffi・cinalis 

北シャン州で，中央の州本，穂がみえる



ベトナム国における豆類遺伝資源の共同調査収集

Son La町の農j羞物フェア会場の種子販売店に

おける収集のも頂子．こうして新品種が広がっ

ている．

Dien Bien郡の農家での豆乳作り．動力式の磨

砕機で，水に投したダイズから豆乳をしばる．
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Son La省の生産組合でのダイズ・リョクトウ

の共同脱穀作業

So Pa郡の標高1000m付近の農家で収集したア

ズキ

ゾウムシ被害粒の選抜を助けてくれた了供た

ち



ミヤンマ一連邦北シャン州における雑穀・コンニャク遺伝資源の探究収集

関花期のナイジャ（ピンオリン郊外）

ロンタン村でのソバの収集，標高1000m.

山の斜面はソバが成熟．

村での間ぎ取り調査（フッカイ付近）

『重

ピンオリンのSakhnGyi村近くの森林に目生

するコンニャク）萬， 2kgの大玉，球名の内部

は白色，マンナンを含む．

ナムツーのPangion村の農家が山から収穫し，

庭に植えたもので，果実を付け生育している

コンニャク属 (NAMTU-12)

ラシオ市場で売ら れていた22kgの大きな黄色

のこんにゃく．モフィ ットの葉で貨色に許色

している ．製造翡家の奥さんが包丁で切り売

り．



イタリア・フランス・スペインにおけるフェスク類，ロリウム類遺伝資源の探索収

集

浮告澤霧恥；.. ・如n m,,、,.
必J.- . ―) . ..... 

イタリア，サルディニア島における探索収集 フランス，コルシカ島における生育

~ 

スペイン， スペイン，メノルカ畠における収集



まえがき

平成 5年に「生物の多様性に関する条約（生物多様性条約）」が発効して以来、遺伝資源を取り

まく国際情勢は大きく変化し、現在では遺伝資源を保有する国々の間には、遺伝資源は「人類共通

の財産」というよりもその国の主権の及ぶ財産の一つであるとの考え方が広まりつつある。遺伝資

源の取り扱いに関する国際的な協議の場では、遺伝資源利用によって生じる利益の公正かつ公平な

配分を求める主張が行われるようになり、フィリピンや南米諸国などのように遺伝資源の持ち出し

や利用に制限を設ける国が現れてきた。そのため、植物遺伝資源の海外探索に当たっては、従来の

事前折衝に加えて当該国との合意文書締結等の手続きが新たに必要となってきている。現在、 FA

0の食料農業遺伝資源委員会において植物遺伝資源に関する国際的申し合わせの改定交渉が継続的

に行われ、食料農業遺伝資源のアクセスと利益配分に関する国際的な合意形成の努力がなされてい

るー。

平成 5年度より始まった第二期ジーンバンク事業では、中央アジアやベトナム、ミヤンマーにお

いて海外探索の地域重点化を図った。実施にあたってはわが国と当該国の間で収集品の取扱いや特

性評価データの公開等の点で十分に合意した上で、共同探索で行った。その結果、重点化地域であ

ったロシアやベトナムを中心として、探索を共同で行った研究機関あるいは研究者との研究交流が

進んでおり、着実に研究成果の公表が行われつつある。また、生息域内保存研究を進めるための滞

在型探索調査はチリにおけるトマト野生種に始まり、現在はベトナムの在来植物遺伝資源を対象と

して行われている。平成 12年度は前年度に引き続き、ベトナム北部において香り米およびモチ米

の在来種を対象とした共同調査をベトナム国と行い、新たにスリランカで豆類と野生稲に関する共

同調査を開始した。

平成 12年度はイタリア、フランス、スペインにおいてフェスク類、ロリウム類、ベトナムにお

いて Vigna等豆類、ミヤンマーにおいてイネ、ソバ ハトムギ コンーーヤク等の探索調査を打った。

ミヤンマーにおけるソバ、ハトムギ、コンニャク等の探索は平成 11年度に実施した予備調査の結

果に基づいて実施したものである。国内の希少な遺伝資源の探索収集にも積極的に取り組み、ナシ、

カンキツ類、ナデシコ類、チャ等を収集した。また、アズキの野生一栽培ー雑草種集団のモニタリ

ング及び福島県における作物在来品種の農家保存の残存調査を実施した。

今年度は第二期事業の最終年度にあたる。次期事業においても関係各位からの意見を取り入れて

計画的に国内、海外探索収集を実施する予定である。ご協力をお願いしたい。

最後に、私たちの活動に指導と支援を与えてくださった国内外の各位に心から感謝する。とりわ

け多くの情報と、貴重な遺伝資源を提供してくださった農家の皆様には深謝したい。

平成 13年3月

農業生物資源研究所

遺伝資源第一部長

加藤邦彦
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